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CHAPTER 03

運動器の健康推進事業

当協会の三大事業の̍つが、運動器の健康推進事業

です。「子どもの運動器の健康推進事業」「成長期の

スポーツ外傷予防啓発事業」「運動器外傷の救急医

療に関する事業」「脆弱性骨折予防事業」「運動器疼

痛対策事業」の５つの事業があります。ここではͦ

ΕͧΕの事業の໨తとこΕまでの成Ռなどについて

͝紹介します。
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　2016（平成 28）年から始まる学ߍ運動器検਍が

ԁ׈かつޮ཰తに実施することができるように、本

委員会では、2014（平成 26）年から、学ߍ現৔で

の健康਍断についてわかりやすく記載した『学ߍで

の運動器（脊柱・ࢶ࢛、ֲڳ、骨・関節）検਍のख

Ҿき』をホームページに公開するようにした。検਍

のための४උҹ࡮物、健康਍断の実ࡍ、事後ાஔ、

ཹҙ事߲、また、อޢ者やཆڭޢ་学ߍ関係者や学

医のօ༷から૝定さΕるさまざまな࣭໰についてߍ

回౴を作成し、多くのํʑに理解をਂめていたͩく

ようにしている。

2011 2012 2013 2014 2015 2017 2018 2019 2021

●これまでの主な事業内容

2011（平成 23）年度
11 月̒日（日）、จ部Պ学省を๚Ͷ中઒
正य़・จ部Պ学大ਉฒびに布村幸彦・ス
ポーツ੨গ年ہ長Ѽに「学ߍにおける健
康਍断のվળ」要๬ॻをख渡し、ࣇಐ・
ੜె等のମྗ・運動ೳྗの௿Լおよびス
ポーツো֐の予防に݁びつくよう、学ߍ
における健康਍断のվળをਤることを重
Ͷて要๬した。なお、同要๬ॻは、民
ओౘのલ原੣司・
੓ 調 会 長、 日 本
医 ࢣ 会 の 原 中 উ
੐ 会 長 に も ఏ ग़
した。

2017（平成 29）年度
学ߍの運動器検਍モσル事業として、ౡ
京都府、愛ඤ県の運動器検਍、ۄ࡛、ࠜ
の実施状گを検討した。スクールトレー
ナー੍度の基本ߏ૝、੍度ઃܭにあたっ
ての՝୊などを検討した。

2019（平成 31・令和元）年度
จ 部 Պ 学 省 か ら 発 ද さ Ε た 2018（ 平 成
30）年度の学ߍอ健౷ܭの調査݁Ռを෼
ੳ・協ٞした。6 月 15 日『学ߍの運動器࣬
に対するऔり૊みのखҾき』（վ֐ো・ױ
గ൛）ୈ̐൛を発行した。新ن事業として
小中学ߍのڭ員・ཆڭޢ་・学ߍ医を対৅
とした「ࣇಐੜెの運動
器の健康推進事業・講श
会」開催の実施要߲を作
成した。12 月̒日࡛ۄ
県学ߍอ健会ཆڭޢ་部
会・講श会に武藤担当理
事を೿ݣした。

2015（平成 27）年度
2 月『学ߍの運動器࣬ױ・ো֐に対するऔり
૊みのखҾき』ୈ 2 ൛を発行した。2016（平
成 28）年度から実施さΕる「学ߍでの運動器
検਍」がԁ׈・適੾に行わΕるよう、จ部Պ
学省学ߍ健康ڭҭ՝、日本学ߍอ健会、日本
医ࢣ会学ߍอ健委員会、日本੔ܗ外Պ学会学
อ健委員会等と共同作業を推進した。10ߍ 月、

『学ߍにおける運動器検਍ମ੍の੔උ・ॆ実
事業に関わるࢿྉू成』を発刊した。協会の
ホームページに『学ߍでの運動器検਍お໾ཱ
ちコンテンツ』を作成し、学ߍ現৔での健康
਍断の४උ、検਍当日の進めํ、事後ાஔや
ཹҙ事߲についてわかりやすく記載した。

2014（平成 26）年度
日本学ߍอ健会の『ࣇಐੜె等の健康਍断マ
χϡアル』のվ定等のऔり૊みがԁ׈・適੾
に行わΕるように、จ部Պ学省学ߍ健康ڭҭ
՝、日本学ߍอ健会、日本医ࢣ会学ߍอ健委
員会、日本੔ܗ外Պ学会学ߍอ健委員会等と
連ܞ、協ྗ、情報ަࢿ、׵ྉఏࣔ、共同作業
等を推進した。理学療法࢜の学ߍอ健׆動の
実態を೺Ѳするためのアンέート調査内容を
め、日本理学療法࢜協会と共同で本調査をݻ
実施、ͦの݁Ռを෼ੳできるମ੍を੔えた。

2016（平成 28）年度
今年度̐月から実施さΕた「学ߍでの運動器検਍」の
֤地の実施状گを検討し、֤関係ஂମからアンέート
調査を実施した。また、中外医学ࣾの『学ߍの運動器
検਍ʵ子どもの਎ମとো֐の਍かた』を委員会の担当
理事と委員が中৺にࣥචの४උにೖった。学ߍの運動
器検਍モσル事業として、ౡࠜ、࡛ۄ、
愛ඤの検਍の実施状گについて検討
し、運動器検਍の適正なखॱや事後
ાஔの普及׆動を検討した。4 月『学
に対するऔり૊֐ো・ױの運動器࣬ߍ
みのखҾき』ୈ̏൛を発行した。

2018（平成 30）年度
̒月̍日『学ߍの運動器検
਍ʵ子どもの਎ମとো֐の
਍かた』（中外医学ࣾ）が
発刊さΕた。愛ඤ、ౡࠜ、
京 都 で、 モ σ ル 事 業 を ܧ
ଓ。日本理学療法࢜協会で
は「学ߍอ健推進委員会」
をઃஔ、モσル事業や研究
事業をల開することになっ
た。

2021（令和 3）年度
3 月、『学ߍにおける運動
器検਍の੔උ・ॆ実事業に
関わるࢿྉू成Ⅱ』を発刊
した。̓月 31 日当協会ओ
催のΦンϥインシンポジウ
ム「ࣇಐੜె等の運動器の
健康をकり、学ߍでの重大
事ނを防͙ために」を開催
した。（ৄしくは P57）

2012（平成 24）年度
運動器検਍の実施ମ੍と実施ํ法の੔උ
に係る『運動器検਍の実施要߲（2011
年൛）』の内容ߏ成の素Ҋを作成した。
11 月 19 日、武藤芳照担当理事と内尾祐
司学ߍอ健委員長がจ部Պ学省で行わΕ
たୈ 4 回「今後の健康਍断の在りํ等
に関する検討会」にग़੮した。

2013（平成 25）年度
学ߍอ健委員会とスクール
ト レ ー ナ ー ワ ー Ω ン ά ά
ループを再ฤ・౷߹した。
スクールトレーナー੍度に
ઌཱち、̏月 29 日෇けで、

「スクールトレーナー」の
঎ඪがೝՄさΕた。学ߍの
運動器検਍
モσル事業
として、愛
ඤ、 ࡛ 、ۄ
京都府で実
施した。

協会ホームページ『学校での運動器検診お役立ちコンテンツ』を紹介
学ߍอ健委員会
子どもたちの運動器の健康を守る

　当協会の重視する取り組みの一つが、「子どもの

運動器健康推進事業」である。現代の子どもたちに

は運動不足による体力・運動能力の低下と、運動の

しすぎによるスポーツ障害の二極化が深刻となって

いる。こうした状況を踏まえ、当協会では 2005（平

成 17）年度から「学校における児童生徒の運動器

疾患の整備・充実」を目指し、文部科学省、日本医

師会、日本学校保健会等に働きかけを実施してき

た。この一連の取り組みが奏功し、2014（平成 26）

年度に学校保健安全法施行規則の一部が改正され、

2016（平成 28）年度から、児童生徒の定期健康診

断において「運動器検診」が必須化されたのである。

　この検診が今後、より充実し正しく行われていく

よう、当委員会では学校現場での検診の準備や進め

方・事後措置等についてさまざまな媒体を通して紹

介し、またシンポジウムの開催等も積極的に行う予

定である。

　また、学校におけるスクールトレーナー制度の創

設および養成に関する事業についても現在、慎重に

推進している。　　　　　　（担当理事・内尾祐司）

「子どもの運動器の健康推進事業」

2016
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運動器の健康推進事業

運動器検診が必須化されるまでの道のり 大規模オンライン・シンポジウムを開催

　学校におけるӡ動ݕث਍体制の整උ・ॆ実ۀࣄは、

ӡ動ثの 10 年・日本協会の前਎の ňӡ動ثの 10 年ŉ

日本委員会（ނ・ਿԬ༸一委員長、෢౻๕রӡӦ෭委

員長）が 2005（平成 17）年度から։࢝した、ࠃを対

৅としたʠເʡの一େプϩδΣクトでした。

　その発୺は、ژ౎の学校医・খࣇ科医であって、

に違࿨感を਎近に֮えて߁の݈ثどもたちのӡ動ࢠ

おられた෱ాᮤઌ生（ژݩ౎෎医ࢣ会෭会長）が෢

౻๕রઌ生（当時、౦ژେ学ڭत）にૹられた 1ຕ

の '"9です。それには、ňࣇಐ生ెのӡ動ױ࣬ث・

障害をૣ期発見するࠃՈ的な࢓૊み࡞りがඞཁであ

り、それを目ඪにしたۀࣄをੋඇʰӡ動ثの 10 年ʱ

日本委員会としてཱち上͛られたいŉ とॻかれてい

ました。

　ਿԬ༸一委員長のもと、本委員会の 2005（平成

17）年度の正式ۀࣄの一つとしてʰ学校におけるӡ

動ݕث਍体制の整උ・ॆ実Ϟデルۀࣄ （ɦ෢౻๕রプ

ϩδΣクト委員長）が発଍し、2005（平成 17）年度

から๺ւಓ、ژ౎෎、ಙౡݝ、ౡࠜݝの 4グループ

　2021（ྩ࿨ 3）年 7月 31 日（土）、当協会がओ࠵で

ࣄを守り、学校でのॏେ߁の݈ثಐ生ె౳のӡ動ࣇ」

を๷͙ために」と୊し、;PPNނ ウΣϏφーによる

オンライン・γンϙδウムが։࠵されました。ࢀ加

අはແྉで、受講ਃしࠐみは全౎ಓ෎ݝから 749 ໊、

実ࡍの受講者は 552 ໊でした。

　このγンϙδウムは、ࣇಐ生ె౳のӡ動ثの外傷・

障害・ނࣄを༧๷するために、当協会の学校อ݈委

員会がاը・ཱҊしたものです。当日は、学校݈਍

におけるӡ動ݕث਍のϙイント、ίϩφՒでのӡ動

ෆ଍とંࠎの実態やॏେނࣄ・外傷༧๷のڭ育など、

ӡ動ثと学校อ݈の専門Ոから、࠷৽の৘ใをަえ

つつ、それͧれのݱঢ়と՝୊などが発ද・提示され

ました。

　当日は、෢౻๕রۀ຿ࣥ行ཧࣄの։会ѫࡰから࢝

まり、第 1෦「学校݈਍におけるӡ動ݕث਍の࣭を

高めるために」、第 2෦「学校でのࣇಐ生ెのॏେࣄ

外傷の༧๷」の計ثとӡ動ނ 7講ԋの後、第 3෦で

は࣭ٙԠ答というྲྀれでਐ行しました。

　第 1෦では、࠷ॳに学校อ݈୲当ཧࣄである಺ඌ

で学校におけるӡ動ױ࣬ث・障害の実態に関する調

査ڀݚが։࢝され、その後、৽ׁݝ࡚ٶ、ݝ、Ѫඤݝ、

のݝେ分、ݝ本۽、ݝۄ࡛ 6グループが৽たにࢀը

して、2010（平成 22）年まで本ۀࣄが続けられ、上

。に関する各஍の多くのデータが集ੵされたのですه

　その 11 年間にٴͿ本学校อ݈委員会ϝンバーの਎

をคにした஍ಓな調査ऩ集とෆஅのܒ発活動のੵみ

ॏねは、学校における定期݈߁਍அ（݈਍）でのӡ

動ݕث査のඞཁੑとॏཁੑのࠜڌを示し、学校อ݈

҆全法の݈਍ݕ査߲目にӡ動ثを৚จ化させること

にେいにݙߩしたのです。そして、2014（平成 26）

年に ň学校อ݈҆全法施行نଇの一෦改正するলྩ」

が通ࠂされ、2016（平成 28）年から実施、ࡏݱにࢸ

ります。日本のະདྷをୗすࢠどもたちのӡ動߁݈ث

ਪਐのためにࠃのنଇを変えようとのເは、૲᣸቎

͵Ҫの人ʑの஍ಓでஎまࢢと৘೤を࣋ったࢤの高ى

౒力のੵみॏねによってݱ実のものとなったのです。　　　

（学校อ݈委員会 ୲当ཧࣄ・಺ඌ༞࢘）

༞࢘がొஃ。「ࣇಐ生ె౳のӡ動ױ࣬ث・障害の実態

と՝୊」と୊し、ෆద੾なӡ動によるӡ動ث障害が

発育్上のࢠどもにىこることのੑݥةをૌえまし

た。続いて、学校อ݈委員会の৿ݪప委員が「ӡ動

ฤ」を、まࢶ下・ࢶきのϙイント�上ͮؾ਍でのݕث

た౉ลߤଠ委員が「ӡ動ݕث਍でのͮؾきのϙイン

ト�੸பの異ৗ（ଆわΜ঱）ฤ」をそれͧれ解આしま

した。࠷後にଜҪ৳ࢠ委員が「อ݈ࣨから見たࣇಐ

生ెのӡ動ثのݱঢ়」をςーϚに講ԋしました。

　続く第 2෦では、学校อ݈委員会の∁ڮහ明委員

長が、「ίϩφՒでのࣇಐ生ెのંࠎの実態と༧๷」

について講ԋし、続いてのࢁ中ཾ޺委員が「学校で

のࣇಐ生ెのॏେނࣄの実態と༧๷」を、൘૔ঘࢠ

委員が「ཧ学療法࢜によるࣇಐ生ె΁のӡ動ث外傷

の༧๷ڭ育」について講ԋを行いました。

　࣭ٙԠ答の第 3෦では、受講者から多くの࣭໰が

寄せられ、各委員がそれに答え、ࢁ٠௚޾委員が指

定発言を行いました。࠷後はେ޻୩৽一୲当ཧࣄが

ด会ѫࡰをड़΂、オンライン・γンϙδウムはແࣄ

ऴྃしました。

ͷثಐੜె౳ͷӡಈࣇ�
ͰͷߍΛकΓ��ֶ߁݈
ॏେނࣄΛ๷͙ͨΊʹɹ

　児童生徒等の運動器の健康を守り、運動器の外傷・障害・事故を予防するために、
学校での運動器検診のポイント、コロナ禍での運動不足と骨折の実態や重大事故・
外傷予防の教育など、運動器と学校保健の専門家が最新の情報を交えて大切なこと
をわかりやすく伝えます。

開会挨拶 武藤芳照 業務執行理事
（東京大学名誉教授）

[ 第 1 部 ]　学校健診における運動器検診の質を高めるために
座長／高橋敏明 学校保健委員会委員長（愛媛大学スポーツ健康科学教授）

（1）児童生徒等の運動器疾患・障害の実態と課題 内尾祐司 学校保健担当理事
（島根大学整形外科学教授）

（2）運動器検診での気づきのポイント ―上肢・下肢の異常― 森原 徹 学校保健委員（丸太町リハビ
リテーションクリニック院長／京都市）

（3）運動器検診での気づきのポイント ―脊柱の異常（側わん症）― 渡辺航太 学校保健委員
（慶応大学整形外科学准教授）

（4）保健室から見た児童生徒の運動器の現状 村井伸子 学校保健委員
（全国養護教諭連絡協議会顧問）

[ 第 2 部 ]　学校での児童生徒の重大事故と運動器外傷の予防
座長／内尾祐司　学校保健担当理事（島根大学整形外科学 教授）

（5）コロナ禍での児童生徒の骨折の実態と予防 高橋敏明 学校保健委員会委員長
（愛媛大学スポーツ健康科学教授）

（6）学校での児童生徒の重大事故の実態と予防 山中龍宏 学校保健委員
（緑園こどもクリニック院長／横浜市）

（7）理学療法士による児童生徒への運動器外傷の予防教育 板倉尚子 学校保健委員
( 日本女子体育大学健康管理センター )

　　　　　　 [ 第 3 部 ]　　　　　　　質 疑 応 答　　　　
座長／高橋敏明、内尾祐司

指定発言 菊山直幸 学校保健委員
（日本中学校体育連盟参与）

閉会挨拶・御礼 大工谷新一 学校保健担当理事
（北陸大学医療保健学部教授）

ެӹஂࡒ๏ਓӡಈثͷ݈߁ɾ೔ຊڠձ�ɹΦϯϥΠϯɾγϯϙジ΢Ϝ

日 時 会 場 

主 催

定 員

参加費

オンライン（ZOOMウエビナー使用）

500 名（あらかじめ参加申し込みが必要です。詳細は裏面に）

公益財団法人 
運動器の健康・日本協会 無  料

※イラスト：『マンガ 運動器のおはなし  大人も知らないからだの本』（2005 年刊）より引用

2021年７月３１日 (土 ) 13:30 ～ 17:15

（丸毛啓史理事長）

　学校保健委員会は、10 年余、学校の定期健康診断に運動器検診の必要性と重要性を訴え、具体的な

調査研究や仕組みづくりを行ってきました。その地道な努力が実り、2016（平成 28）年、学校健診に

運動器検診が必須化されました。その後も委員会は、この学校健診の実態調査を行い、質の高い運動

器検診が行えるように取り組んでいます。ここでは、その取り組みの一端をご紹介します。

学校保健委員会コラム

学校健診における運動器検診の
質を高めるために

Φンϥイン・シンポジウムҊ内のちらし
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　2012（平成 24）年から始まった「成長期のスポーツো֐予防・ࢦಋ者講श

会」（ओ催・全日本ೈࣜ野ٿ連ໍ、後援・運動器の健康・日本協会）は、ͦの後、

ຖ年開催さΕ、コロナՒに当たる「2019 年度・ࢦಋ者講श会」の中ࢭをআき、

ܭ 7 年間で、全国 84 会৔で開催さΕ、Ԇ΂ 1 ສ 1
336 人のࢦಋ者がड講した。

　この講श会は、લ൒にスポーツ੔ܗ外Պ専門医が「成長期のスポーツ外傷

予防」（座学 60 ෼）を講ٛし、後൒では理学療法࢜による「コンσΟショχ

ンά」（座学 30 ෼）と「ストレッチの実ٕࢦಋ」	60 ෼ 
 を行う。

　この講श会で使用する共通ࡐڭは、ドクター部門は松浦哲也委員、理学療

法࢜部門は坂本雅昭委員が担当し、C% および冊子で੍作。こΕまでに 5 回の

վ定を行い、小学ੜ、中学ੜの野ٿの౤ݶ੍ٿに関するルールも新しいもの

に更新しながら進めており、成長期の野ٿগ年΁の適֬なࢦಋについて周知

をਤっている。

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

●これまでの主な事業内容

2011（平成 23）年度
全日本ೈࣜ野ٿ連ໍとఏܞし、事業推進
の「基本ํ਑」を策定した。また、推進
事業として、ᶃ同連ໍࡿԼのՃໍチーム
によびかけるఏ言の策定、ᶄࢦಋ者講श
会の開催、ᶅগ年野ٿબखの検਍ମ੍੔
උとσータऩूを推進事業とすることに
した。

2013（平成 25）年度
Ҿきଓき「2012（平成 24）年度・ࢦಋ
者講श会」を実施し、こΕ以降、ܧଓ事
業とした。গ年野ٿબखたちのスポーツ
外傷のૣ期発ݟのため、ࣇಐ・ੜెやࢦ
ಋ者・อޢ者が日ʑの׆動現৔でチΣッ
クできるࡐࢿ「কདྷも野ٿをָしみ、બ
खとして׆༂するた
めのセルϑチΣック
マχϡアル」を作成、
ಛผࢍॿ会員・久ޫ
੡薬ࣜג会ࣾの支援
のもと、５ສ部を੍
作した。

2017（平成 29）年度
「2016（平成 28）年度・ࢦಋ者講श会」

を実施、ݞ・ග検਍の基本マχϡアルに
ついて、松浦哲也委員、正富隆委員らが
の検਍の実態にଈした「野ٿ検਍マχϡ
アル」をఏҊし、܈അ、ಙౡ、大阪で

̕。を実施した「ගのモσル検਍・ݞ」
月̔日（ۚ）、野ٿબखの਍療にあたっ
ているドクターら 47 ໊が「野ٿো֐予
防࠙࿩会」を開催した。

2019（平成 31・令和元）年度
「2018（平成 30）年度・ࢦಋ者講श会」

を実施、「ݞ・ගのモσル検਍」を岩ख、
അ、ਆಸ઒、京都、大阪、ಙౡ、宮࡚܈
で実施した。̔月 30 日（ۚ）、ドクター
ら 73 ໊が「野ٿো֐予防࠙࿩会」を開
催。「理学療法࢜講ࢣཆ成講श会」を関東、
๺信ӽ、ۙـ、࢛国で開催した。

2015（平成 27）年度
「2014（平成 26）年度・

ಋ者講श会」を実ࢦ
施した。̔月、ୈ̎
࣍গ年野ٿ実態調査
を実施した。（P60 を
（照ࢀ

2014（平成 26）年度
「2013（平成 25）年度・ࢦಋ者講श会」

を実施した。̏月 15 日（౔）ୈ 2
回「中学・গ年野ٿ関係ஂମとの࠙
ஊ会」を開催した。̔月、全国̍ສ
人の小学ੜを対৅にୈ̍࣍গ年野ٿ
実態調査を実施した。（P60 をࢀ照）

2016（平成 28）年度
「2015（平成 27）年度・ࢦಋ者講श会」

を実施した。7 月、%V%『গ年野ٿのた
めのストレッチンά 9』が׬成した。実
態調査に協ྗしてくΕた 412 チームに
ଃఄした。9 月、中学গ年野ٿ実態調査
を実施した。（P61 をࢀ照）

2018（平成 30）年度
「2017（平成 29）年度・ࢦಋ者講श会」

を実施、「ݞ・ගのモσル検਍」を京都、
അ、ಙౡ、大阪、宮࡚、ਆಸ઒で実施܈
した。ࢦಋ者講श会での理学療法࢜の人
を「ཆ成講श会ࢣ講」ཆ成をす΂くࡐ
実施すること
にした。年内
は 10 月 14 日

（ 日 ） ळ 田 に
て開催した。

2020（令和 2）年度
新ܕコロナウΟルス感છ֦大で「2019

（平成 31・令和ݩ）年度・ࢦಋ者講श会」
開催を中ࢭした。当協会の )P で、コロ
ナՒでもࣗ୐でできる小中学ੜ野ٿબख
の基礎トレーχンάを発信した。「ݞ・
ගのモσル検਍」を岩ख、܈അ、京都、
大阪、ಙౡで実施した。12 月 8 日（ۚ）
ドクター 56 ໊が「野ٿো֐予防࠙࿩会」
を開催した。「講ࢣཆ成講श会」は新ܕ
コロナウΟルス感છ֦大で 8Fb による
講श会を۝भ、中国地۠で開催した。

2012（平成 24）年度
全日本ೈࣜ野ٿ連ໍと協ٞし、
全国̕地۠でࢦಋ者を対৅と
した「成長期のスポーツো֐
予防・ࢦಋ者講श会」を 2012（平
成 24）年度からܧଓ実施する
こととした（年内は東京のみ
実施）。֤地۠で開催する共通
ڭ ࡐ を ੍ 作 し た。11 月 19 日

（月）ୈ 1 回「中学・গ年野ٿ
関係ஂମとの࠙ஊ会」を開催
した（ઍ୅田۠・学࢜会ؗ）。

「成長期のスポーツ障害予防・指導者講習会」について
成長期のスポーツ外傷予防啓発委員会
少年野球選手の投球障害を予防するために

　生涯を通じて運動・スポーツを楽しくより豊かに

取り組むためには、その人の成長段階や健康・体力

の状況をよく知って取り組むことが大切である。し

かし、間違った方法や過度に運動を行うことで、ス

ポーツ傷害が起きることがある。とくに、成長期に

おける少年野球選手の投球障害の事例は多く見ら

れ、当委員会では、2011（平成 23）年の一般財団

法人設立当初から、この予防を目的に以下の基本方

針で事業を進めてきた。

「基本方針」

1） 成長期の投球障害予防と啓発のための提言をま

とめる。

2） 成長期の投球障害がなぜ起こるか、またその予

防のための講習会開催の準備を行う。

3） 成長期の投球障害早期発見のための検診体制の

整備とデータ収集方法の検討を行う。

（担当理事・稲垣克記）

「成長期のスポーツ外傷予防啓発事業」
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成長期のスポーツ外傷予防啓発委員会コラム

●小学生を対象とした 2 年連続の調査で判明したこと（2014・2015 年） ●中学野球選手１万人にも実態調査を実施（2016 年）

　2014（平成 26）年 8月の第１回目の調査では、回

答があった選手 1万 228 人のうち、「これまでに体の

痛みを感じたことがある」と回答した人数は、実に

5,880人 57.5 %に上った。しかし、痛みがあって通院・

治療を受けている選手はそのうちのわずか 11％（648

人）に過ぎず、整形外科に通院している者は 4.8%（285

人）にとどまった。

　一方、指導者の回答を見てみると、ウォーミング

アップとクールダウンは概ね実施されていたもの

の、投手の投球数では、3割強が何の指示もしてい

ないことが明らかとなった。

　続いて、調査の数年前から、少年野球の各団体が、

　2016（平成 28）年 9 月、今度は中学生野球選手の

実態調査を行った。

　単純集計のデータでは、日本中学校体育連盟傘下

の軟式野球と学校外のクラブチームの硬式とでは、

活動実態に違いがある。これに鑑みて別個に分析す

ると、軟式のほうが練習日数や月間の試合数も多い

傾向が見られた。しかし練習時間、日数、試合数に

よる「痛み」の違いについては、顕著な差異は認め

られなかった。

　全体の「痛み」に関する分析では、土日の 5時間

以上の練習、1 日に 70 球以上、1 週間で 350 球以上

の全力投球、1ヵ月に 8試合以上を超えると、軟式・

硬式ともに痛みの発生割合が増加していた。

「公式試合での投球制限を 7 イニングスにする」な

ど、いわゆるオーバーユースに関するルールを設け

たことを受け、その後の障害発生の変化を見るため、

2015（平成 27）年 8月に第 2回目の調査を実施した。

結果、ケガの発生に変化はなく、むしろ悪化してい

るケースもあった。公式試合での投球回数制限より

も、日頃の練習量や年間の試合数によって障害発生

の確率が上がることが改めて浮き彫りとなった。

　この結果を受けて、「長く野球を続けるための 10

の提言」をまとめ、全日本野球協会の関係競技団体

および調査に協力してもらったチームに伝達した。

　当時、委員長だった高岸憲二氏が独自に多変量解

析を行ったところ、1 日 70 球以上の全力投球、1ヵ

月平均 10 試合以上、1 日に 1 時間以上の個人練習、

1年生に比べて 2年生の投手および捕手が、顕著に肩・

肘痛を発症していることがわかった。

　他方、指導者に対するアンケートでは「ケガをさ

せないためのストレッチの方法を知りたい」、「近く

に整形外科の専門医がいない」、「正しい投球方法が

よくわからない」、「定期的な講習会を希望する」な

どの意見が寄せられた。

　この結果を受け、「中学生野球選手を障害・外傷か

ら守る 10 の提言」をまとめ、全日本野球協会と中学

野球各団体、実態調査協力チームに伝達した。
長く野球を続けるための 10の提言 小学生向け

01.  全ྗ౤ٿ数が 1 日 50 以上やिにٿ 200 がٿの発ੜ཰は明らかに高い。কདྷとも長く野֐を௒えるબखのোٿ
ଓけらΕるよう、全ྗ౤ٿはこΕ以Լの数をしっかりकること。

02. 小学ੜの࿅शは、1 ि間に 3 日以内、1 日 3 ࣌間を௒えないこと。
03. ࿅शલ後のウΥームアップ、クールμウンにはे෼な࣌間をかけ、গなくとも 20 ෼以上をྭ行すること。
04. ຖि月༵日をセルϑチΣックの日と定め、ࢦಋ者やอޢ者は、਎ମの痛みやගの͛ۂ伸͹しのൣғに஫ҙする

こと。
05. গ子Խでチームの人数がগない৔߹、ಛ定のબखにա重なෛ担がかからないように配ྀすること。
06. ো֐の発ੜのॳ期ஈ֊では 4、5 日࿅शをٳむと痛みがແくなることがある。まͩ、গしでも痛みがある࣌や

再び痛みがग़た࣌は੔ܗ外Պड਍が๬ましい。
07. ࿅श以外のࣗ୐でのトレーχンάがա重にならないこと。਎ମのۓுを΄͙すため 1 日数回のストレッチをश

。Χトレーχンάは行わせないことےಋし、ա৒なࢦけるようにͮ׳
08. 全ྗ౤ٿをしないシーζンΦϑをগなくとも 3 ϱ月もうけること。ྫえ͹कඋ࿅शでัٿのみとし、全ྗૹٿ

をしない࿅श内容とする。
09. 一人のબखが 1 年間でग़৔するのは 70 。以内とするのが๬ましい߹ࢼ
10. スポーツো֐の予防は、ࢦಋ者・อޢ者のີۓな連ܞが大੾で、੔ܗ外Պ専門医の定期తな検਍をडける࢓૊

みをઃけること。

中学生野球選手を障害・外傷から守る 10の提言
01. ࿅शでの全ྗ౤ٿ数は、野खもؚめて 1 日 70 以内、िにٿ 300 。以内とするٿ
02. ࿅शは、1 ि間に̒日以内、1 日̏࣌間を௒えない。
03. 一人のબखがࢼ߹にग़৔するのは月に 10 。とするのが๬ましい（以内߹ࢼ５）以内、౤खはͦの൒数߹ࢼ
04. 。をしないシーζンΦϑをগなくとも̏ϱ月もうける߹ࢼ
05. ࿅शલ後のウΥーミンάアップ、クールμウンはগなくともͦΕͧΕ 20 ෼以上行う。
06. ຖि月༵日に਎ମの痛みやගの͛ۂ伸͹しをセルϑチΣックする。
07. ࣗ୐ではຖ日ストレッチンάを行い、ա৒なྗےトレーχンάは行わない。
08. 正しい౤ํٿ法をࢦಋし、ಛ定のબखにա重なෛ担がかからないように配ྀする。
09. 。外Պड਍が๬ましいܗる࣌は੔࢒しても、গしでも痛みがݮཆで痛みがܰٳ
10ɽスポーツো֐予防のため੔ܗ外Պ専門医の定期తな検਍をすすめる。

　2014（平成 26）～ 2016（平成 28）年、当協会は日本整形外科学会スポーツ委員会との合同事業として、

物議を醸していた小学生・中学生のピッチャーの投球回数制限や障害予防知識向上の効果を分析する

ため、全日本野球協会の協力を得て、全国の小学生、硬式・軟式野球選手とその指導者を対象とした

実態調査を行った。この調査は日本で初となる１万人規模の調査となり注目を集めた。

類をみない１万人の規模の“少年野球選手・
実態調査 ” を３年連続実施

全日本ೈࣜ野ٿ連ໍ 日本野ٿ連ໍࢀՃஂࣜߗମ
ొ࿥チーム � બख数 12
663�253
260 人 910�182
698 人
回౴チーム数 429 チーム 47 チーム
2014	 平成 26
 年度
回౴બख数 9
413 人 815 人

2015	 平成 27
 年度
回౴બख 

7
794 人
（内 2 年連ଓ回౴ 4
093 人）

560 人
（内 2 年連ଓ回౴ 265 人）

ೈࣜ野ٿ ٿ野ࣜߗ
回౴チーム数

ܭ） 495） 422 チーム 73 チーム

回౴બख数
ܭ） 11
134 人） 8
771 人 2
363 人

2014（平成 26）年度 8 月調査

小学ੜのগ年野ٿ実態調査は同じチームを対৅に 2 年間にわたり実施
調査対৅は全都ಓ府県で֤連ໍにొ࿥しているチーム数の一定ׂ߹でநग़

「こΕまでにମの痛みを感じたことがある」
小学ੜ野ٿબख

はいいいえ
42.５% 57.5%

「今まで、からͩのどこかで痛かったとこΖがある」

ೈࣜ野ٿ　　　　　　　　　　　 ٿ野ࣜߗ

はいいいえ
40.５% 59.5%

はいいいえ
38.3% 61.7%
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　わが国の外傷਍療ମ੍の在りํに関する調査報ࠂ、ؖ国・߳

のߓ߳・のུ֓、ؖ国࡯ࢹΦーストϥリアの外傷センター・ߓ

外傷਍療ମ੍に関する調査報ࠂ、Φーストϥリアの外傷਍療ମ

੍に関する調査報ࠂをまとめ、わが国における運動器外傷਍療

の࣭向上のための本委員会のఏ言をまとめたॻである。ఏ言は

以Լの߲໨となる。

　1. 運動器外傷レジストリーの੔උ

　2. 外傷センターの重要性についての広報׆動

　3. 外傷センターのઃཱ・運Ӧ

　4. 重度外傷の਍断・治療についての研修・ڭҭମ੍の੔උ

　5. 外傷専門医間のԣ断త連ܞの必要性

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

●これまでの主な事業内容

2011（平成 23）年度
֤委員にґཔし、わが国における
外傷਍療ମ੍の現状、ถ国、ドイ
ツ、イΪリスの外傷センターの現
状に関する調査、ࢿྉऩूを行っ
た。また、֤委員がऩूしたࢿྉ
を෼ੳ・検討し、「わが国の外傷਍
療ମ੍の在りํに関する調査報ࠂ
ॻ」を作成した。

2013（平成 25）年度
三上容司、井口浩一、黒住健人、松Լ⇮、4 ໊がΦー
ストϥリア・ϒリスϕン、同ϝルϘルンの外傷セ
ンターを๚໰し、同地での外傷センターの࡯ࢹ・
調査に関する報ࠂॻを作成した。また委員らが日
本外傷学会、日本骨折治療学会等で発දを行った。
さらに東日本੔֐ࡂܗ外Պ学会のシンポジウムで
ύωルσΟスΧッションも開催した。

2017（平成 29）年度
9 月 1 日『運動器外傷の救急医療に
関する委員会調査報ࠂॻ』を発行し

（300 部）、当協会のࢀՃ会員ஂମ、
協ஂࢍମ等関係֤ॴに配本した。

2019（平成 31・令和元）年度
ୈ 93 回日本੔ܗ外Պ学会総会（2020）
のシンポ・ύωルにԠืし、「わが国の
外傷਍療システムの՝୊」が࠾用さΕた。

2015（平成 27）年度
日本骨折治療学会のओ
ಋで始まった開์骨折
ొ ࿥ シ ス テ ム（%O5J）
にଓき、࿑ࡂපӃ܈の
ओ ಋ で 始 ま る「 ࢛ ・ࢶ
骨൫骨折ొ࿥システム

（3O%&O TUuEZ）」 の ֓
要について報ࠂがあり、
こΕらの事業΁の協ྗ・
支援を当委員会でも行
うことがྃঝさΕた。

2014（平成 26）年度
ୈ 1 回委員会で、Φーストϥリア࡯ࢹ
ཱྀ行の発ද、ୈ 2 回委員会で運動器外
傷ױ者のొ࿥、日本医ࢣ会΁のఏҊ、
ւ外ཱྀ࡯ࢹ行報ࠂॻ作成について࿩し
߹わΕた。

2016（平成 28）年度
ॾ外国΁の救急外傷センター࡯ࢹ
報ࠂॻを 2017（平成 29）年まで
に作成することがঝೝさΕた。

2018（平成 30）年度
%O5J、3O%&O TUuEZ に関する情報
共༗をਤることにより、ొ࿥システ
ム運用の協ྗ・支援を行い、運動器
外傷の重症Խ予防、後Ҩো֐発ੜの
予防に向けてのํ策を୳る。

2020（令和 2）年度
ୈ 93 回日本੔ܗ外Պ学会総会（2020）のシンポジウムを行っ
た。内容は以Լの通り。

「わが国の外傷਍療システムの՝୊」（座長・松Լ⇮、三上容司）
　・੔ܗ外Պの๬ましいڭҭシステム（発දɿ౔田芳彦）
　・東京における外傷センターのऔり૊み（発දɿ鈴木卓）
　・地ํ都市における外傷センターの໾ׂ（発දɿ宮本俊之）
　・重症外傷治療の໰୊఺（発දɿ井口浩一）
　・ࣩօ性のある外傷ొ࿥੍度の必要性（発දɿੴ井ีܡ）
　・行੓と連ܞした外傷਍療システムߏஙの必要性（発දɿ
　　森村尚ొ）

2012( 平成 24) 年度
三上容司、౔田芳彦、井口浩一、黒住健人、
4 ໊の委員がؖ国・߳ߓの外傷センターを๚
໰し、࡯ࢹ・調査の݁Ռを౿まえ、報ࠂॻを
作成した。今後、日本骨折治療学会、日本外
傷学会に報ࠂす
る こ と と し た。
また日本医ࢣ会
等の関係ॾஂମ
に向け、ఏ言を
行う४උをはじ
めた。

『運動器外傷の救急医療に関する委員会調査報告書』の発行

　交通事故を含む外傷による死亡、後遺障害を減

少させること、そのことにより、運動器外傷に関

わる社会的コストの軽減を図ることは、「運動器

の健康」世界運動の活動目的にかなっている。ま

た、先進諸外国に比べ遅れているわが国の外傷診

療体制の改善・再構築が喫緊の課題であることが

認識され、本委員会が発足した。本委員会はわが

国と諸外国の救急外傷診療体制を調査し、わが国

における外傷センターシステムの構築に向けての

活動を行うこと、さらに運動器外傷診療の標準化、

質の向上に資する活動を行うことを目的とする。

　今までに、韓国、香港、オーストラリアの外傷セ

ンタ―を訪問し、わが国の現状とあわせて調査報告

書を作成し、関係諸団体に配布した。また、関係学

会の開催にあわせてシンポジウムを企画、提案して

きた。国内の運動器外傷の症例登録事業への協力も

行ってきた。

　現在、大腿骨近位部骨折重症例への対応について、

脆弱性骨折予防委員会とも連携しながら事業を進め

ているところである。　　　（担当理事・三上容司）

運動器外傷の救急医療に関する委員会
わが国の外傷センター体制構築および運動器外傷診療の質の向上を目指して

「運動器外傷の救急医療に関する事業」

2012（平成 24）年
10月、߳ߓの PrinDF 
oG 8alFT )oTQiUal で
講演する౔田委員

ΦーストϥリアのϝルϘルン、救急ϔリのલで。ࠨから井口浩一、
黒住健人、松Լ⇮、三上容司。2013（平成 25）年 11 月
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　このख帖は、二࣍骨折予防のわかりやすいΩϟッチϑレーζをදࢴに使用

し、中໘では、l 二࣍骨折とはԿか z をອըでわかりやすく説明。また、「二

࣍骨折予防のための̐つの要」などをΧϥーイϥストでわかりやすく解説し

ている。さらにױ者さΜࣗ͝਎の骨の記࿥や、二࣍骨折予防のチΣック、専

門スタッϑからのϝッセージやアドバイスなどがॻきࠐめるख帖スタイルに

している。このख帖は、実ࡍのྟচ現৔です͙に使用することができ、薬、

ӫཆ、స౗予防など一࣍骨折予防や検਍にも使えるようにした。スタッϑの

共༗ツールとして、

ま た ױ 者 さ Μ の ڭ

ҭ ツ ー ル と し て リ

Τ κ ン サ ー Ϗ ス に

໾ ཱ つ コ ン テ ン ツ

となっている。
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今ならまだ間に合う！二次骨折の予防！

4

痛いわ
　  ……

お大事に

どう
も…

捻挫かな。
大丈夫か？

やっぱり
骨折して
いるって
……

骨の再検査が
必要だって

骨粗しょう症の
検査じゃないかな？

見た目は若い
って言われて
いたのに…

あなたが骨折したのは偶然？

そうなんです。あなたの骨折は“偶然”ではなく、
「骨粗しょう症」という病気が原因です。骨の強度が低下して、

脆
もろ

くなっているため、ちょっとした衝撃で骨折したのです。
19

଍ࢦの͚ͭࠜ
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ώϞͰௐ੔
Ͱ͖Δ

αϯμϧɾスリッύɾ
ハイώーϧなͲ͸/(

をཤいてཱͭۺ 伺ͱ٭ࠨをಉ࣌にग़͢ ᶃᶄのಈ࡞を܁Γฦ͢ӈ٭をग़͢
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༨らない

ගの֯౓͕
��ʙ��˃

ιーϧ͕׈らないܰ͗͢ない

ʦ଍ݩからస౗༧๷ʧ

ʦ伺Λ׆༻ͯ͠ స౗༧๷ʧ
ᶃ ᶄ

左脚の骨折の場合は、右手に杖を持ちます。
ʢ௧Ίͨ٭、ऑͬͨ٭の൓ରのखに伺を࣋ͭの͕ਖ਼しいのͰ͢ʣ

21

各スタッフからのアドバイスを参考にして骨折を予防し、
　　　　　　健やかな毎日をお過ごしください。

スタッフからメッセージ
お名前　　　　　　　　　　　様へ

医師から

薬剤師から

看護師から

リハビリ
スタッフから

ケース
ワーカーから

管理栄養士
から

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

●これまでの主な事業内容

2011（平成 23）年度
地域医療ػ関および住民検਍において
'3"9（˞ 8)O 骨折リスクධՁツール
のུ）によるධՁを行い、骨ૈᱷ症スク
リーχンά法として༗用であるか൱かを
明らかにすることを໨తとし、ୈ 1 回の
委員会では 2012（平成 24）年度の実施
に向け、住民に対するアンέートํ法を
検討した。

2013（平成 25）年度
'3"9 をऔりೖΕたࢿྉ『骨ૈᱷ症のお
はなし』を作成し、9 月に開催さΕた市
民公開講座（ԙɿ࡛ۄ医Պ大学学園ࡇ）
のड講者に配布した。̏つの医Ӄで配布
したとこΖ、５ϱ月間で߹ܭ 90 ໊に骨
ૈᱷ症治療を開始す
ることができた。こ
Ε に よ り、'3"9 が
骨ૈᱷ症の啓発およ
びスクリーχンάの
खཱてとなることが
΄΅ূ明さΕた。

2017（平成 29）年度
1 月຤、「二࣍骨折予防のためのΩϟッチϑレーζ」公ืがకめ
੾らΕ、߹ܭ 3
705 ݅のԠืがあった。2 月 12 日（日）に৹査
委員会が開催さΕ、以Լのඪޠがܾ定した。

� ༏ल৆ɿ「No࠷ 骨折連࠯　治療に (o �」（࠷༏ल৆ 10 ສԁ）
༏ल৆ɿ「ストップ �　骨折ドミϊ」（༏ल৆ 3 ສԁ）
༏ल৆ɿ「45OP �　骨折ドミϊ」（༏ल৆ 3 ສԁ）
༏ल৆ɿ「ストップ・ザ・ドミϊ」（༏ल৆ 3 ສԁ）

2019（平成 31・令和元）年度
者とͦの家଒΁の啓発を໨తに二࣍骨ױ
折予防リーϑレット（『二࣍骨折予防ख
帖』）੍作の४උを開始した。

2021（令和３）年度
⽝二࣍骨折予防ख帖』のӳ༁

൛の作成を開始した。

2015（平成 27）年度
二࣍骨折予防啓発ポス
ター・ύンϑレットの
作成をするため、「二࣍
骨折予防」のΩϟッチ
ϑレーζのืूをܭը
した。

2014（平成 26）年度
脆弱性骨折を予防するために一度骨折を
こした人を管理するツールを作成するى
ことを໨తに、今回は大Ḱ骨ۙҐ部骨折
をىこした人の二࣍骨折予防管理ツール
作成を໨ඪとする。۩ମతには、骨ૈᱷ
症学会や日本脆弱性骨折ωットワーク

（''N）によるҙݟ౷一やツールの作成
をݟकり、行੓に఻えていくこととした。

2016（平成 28）年度
12 月 5 日（月）より二࣍骨折予防のため
のΩϟッチϑレーζ公ืを開始（『公ืΨ
イド』本誌およびサイトに掲載）、公ืの
ちらしも作成した。

2018（平成 30）年度
લ年度に੍作した二࣍骨折予防啓発ポ
スターのσザインを一新し、「ストッ
プ！　骨折ドミϊ」の二࣍骨折予防啓発
ポスターᶄを੍作

（8
000 ຕ）した。

2020（令和 2）年度
『二࣍骨折予防ख帖』が׬成し、߹ܭ 5
000 冊੍作

し、当協会໾員、ࢀՃஂମ、全国੔ܗ外Պ医ہ、อ
健ॴなどに全国の関連施ઃに配布した。また当協会
ホームページに
掲 載、 μ ウ ン
ロードできるよ
うにした。ͦの
ଞ、同ख帖を広
く周知するため
にҊ内のチϥシ
も作成した。

2012( 平成 24) 年度
'3"9 をऔりೖΕた住民
検਍や骨ૈᱷ症に関連
するアンέートを実施
しようと行੓にಇきか
けたが人खやܦඅの఺
で協ྗがಘらΕなかっ
たため、࣍年度に向け
てݟ直しをਤる。

恐
怖
の

骨
折
ド
ミ
ノ
と
は
？

骨
折
ド
ミ
ノ

骨
折
ド
ミ
ノ
と
は
？

今ならまだ間に合う！二次骨折の予防！

ೖ ৆ し た ࠷ ༏ ल ৆ の「No � 骨 折 連 　࠯
治療に (o �」を使用し、二࣍骨折予防
啓発ポスターᶃを੍作（4
000 ຕ）した。

『二次骨折予防手帖』（保存版）の制作
脆弱性骨折予防委員会
「脆弱性骨折二次骨折」の低減を目指して

　本委員会は、二次骨折予防の実現のための資材を

作成し、二次骨折予防の重要性を広く一般市民への

啓発を推進するとともに、日本整形外科学会、日本

骨折治療学会、日本骨粗鬆症学会、日本リハビリ

テーション医学会、日本老年医学会、日本脆弱性

骨折ネットワーク等の関連学会との連携を強化し

てリエゾンサービスの普及を推進する。

　なお、この委員会は、2011（平成 23）～ 2014（平

成 26）年度まで「中高年の運動器健康推進事業」

の活動事業の中にあった「大腿骨近位部二次骨折予

防啓発ワーキンググループ」が 2017（平成 29）年

から「脆弱性骨折予防委員会」の名称となり、活動

を続けている。現在、二次骨折予防の観点からさま

ざまな情報を発信して、脆弱性骨折全体の予防を目

指した事業を展開している。

（委員長・山本智章）

「脆弱性骨折予防事業」



66 67Bone and Joint Japan運動器の健康推進事業

　当委員会では、運動器の痛み（疼痛）

の中でも、国民の多くが感じている症

状について、痛みの症状、原因、対処

法および治療法について解説する情報

発信を、当協会の広報季刊誌およびホー

ムページで行っている。とりわけ、膝痛、

腰痛、股関節痛などについて紹介した

記事はホームページの閲覧者数も多く、

広く情報発信を行うことができた。今

後は市民向けの公開講座や小冊子の配

布、 医 療 者 向 け の 研 修・ ワ ー ク シ ョ

ップを通して、運動器疼痛対策の重要

性を周知していく予定である。

  発行│公益財団法人 運動器の健康・日本協会

疾患は異なります。変形性股関節症は
様々な原因で発症します。特発性とい
われる、特に原因となる疾患がなくて変
形性股関節症となる場合もありますが、
骨折、大腿骨頭壊死症、ペルテス病など
の疾患が原因で変形性股関節症を発
症する場合もあります。
　日本国内で最も多いのは、股関節形
成不全症が原因で変形性股関節症にな
るパターンです。日本国内で？と思われ
る方もいらっしゃるかもしれません。実
は、股関節疾患は、人種、民族、性別に
よってその頻度が大きく変わります。日
本国内の80％以上は股関節形成不全
症が原因です（海外では違います）。股
関節形成不全とは、股関節の骨盤側の
かぶさりが不十分である状態のことです
（図2）。そのため、前述したような体重
の3～4倍の負荷を支える範囲が狭くな
り、年齢とともに骨・軟骨が損傷されま
す。40～50歳ごろに股関節の痛みを感
じて医療機関を受診される患者さんが

歩く度に脚の付け根あたりに違和感が
あったり、痛みが出たり。この原因は、主
に変形性股関節症です。とくに40～50
代の女性が、こうした症状を感じて受診
する人が多いといわれます。今回は、変
形性股関節症に詳しい整形外科医・園
畑素樹さんに解説してもらいます。

大きな負荷がかかる股関節

　股関節の特徴は、専門的には「球関
節」といわれる形にあります。野球の球
と同じ意味で、真ん丸という言う意味で
す。球関節の代表は、肩関節と股関節
です（図１）。どちらも、真ん丸の関節で
すので動く範囲がとても広くなっていま
す。また、股関節は立っている・歩いて
いるときにとても大きな重みがかかりま
す。歩いているときは、体重の3～4倍の
重さが股関節にかかります。そのため股
関節は、軽微な障害でも強い痛みと動
きの制限が生じやすくなっています。

多いようです。ちなみに、股関節形成不
全の多くは女性であり、その結果として
の変形性股関節症も女性が多くなって
います。

変形性股関節症に対する治療

　保存治療として、運動療法や薬物療
法があります。運動は、ある特定の運動
が推奨されているわけではなく、有酸素
運動、ストレッチ、筋トレなど、どの運動
であっても一定の効果があります。痛み
が増強しない運動を選択するのが良い
と思います。薬物療法も有効です。医療
機関で処方される鎮痛剤はどれも効果
があります。ただし、どの鎮痛剤もすべ
ての患者さんに同じ効果があるわけで
はないので、ご自身に合う鎮痛剤を主治
医と相談して選ぶ必要があります。保存
治療で重要なことは、あくまで一時的な
痛みの軽減効果しかないという点です。
保存治療で変形した股関節が正常にな

股関節の痛み

「股関節が痛い」という悩みを抱えて医
療機関を受診される方は比較的多くい
らっしゃいます。最も典型的な痛みの場
所は鼠径部ですが、患者さんが痛いとい
われる場所は臀部、鼠径部、臀部と鼠
径部の間の外側などけっこうバラバラで
す。股関節の疾患ではいろいろな場所
に痛みを生じるため、股関節疾患の痛
みが坐骨神経痛として治療されているこ
とも少なくありません。また、股関節疾
患は膝の少し上の場所に痛みを生じさ
せることもあります。
　では、痛みの性格はどうでしょうか。
股関節疾患の代表である変形性股関
節症の場合、初期には、長く歩いたりし
た後などに、だるい・重いなどの違和感
を自覚します。進行してくると、初動時
痛と言って、立ち上がってからの1歩目や
車を降りてからの1歩目が痛くて踏み出
せないといった症状がでてきます。最も

ることはありません。
　次に手術です。手術は主なものとして
3種類あります。股関節鏡（内視鏡によ
る手術）、骨切り術（骨の形を変える手
術）（図3）、人工股関節です。術式は
変形の程度と、患者さんの年齢・生活
様式で選択されます。股関節鏡と骨切
り術は、自分の関節を温存できる手術
ですが、適応となる変形の程度、年齢な
どが限られていますのでそのタイミング
を逃さないようにすることが大切です。
人工股関節（図4）はその器械と手術方
法の発達により、幅広い年齢に行われ
るようになってきました。プロゴルファー
をはじめ、プロスポーツ選手のなかにも
人工股関節の手術を受けられている方
もいらっしゃいますので、術後の生活
の制限はかなり小さくなってきたといえ
ます。

ひどい症状としては、じっとしていても
痛い、痛くて眠れないといった安静時痛
というものが出てきます。安静時痛は、
股関節の炎症が強くなり水がたまった
ときに出てくるといわれています。膝と
違い、股関節は水がたまっても表面から
はわかりにくいので外見での診断は難し
いです。
　これらの痛みは、ずっと同じ程度で続
くわけではありません。多くの方は、数
週間もしくは数か月単位で痛みが軽く
なったり、強くなったりを繰り返します。
痛みが軽くなったからといって、関節の
損傷が良くなったわけではないので、痛
みの消長を繰り返しながら病状は進行
していくことが多いです。

変形性股関節症の原因

　股関節の疾患は、幼児、小児期、若
年成人、壮年、高齢者と幅広い年齢層
に生じます。もちろん、年齢層によって

40～50代女性に多い変形性股関節症の
症状と治療法について

図1股関節の特徴
    「球関節」

図3骨切り術（屋根を大きくする手術）

図4人工股関節図2股関節形成不全の状態

40～50代女性に多い変形性股関節症の

    「球関節」

人工股関節

この人に
聞く

そのはた・もとき／佐賀大学
医学部整形外科准教授、運
動器の健康・日本協会 運動
器疼痛対策事業運営委員

園畑素樹さん

大腿骨頭

屋根のかぶさりが小さい
（中等度）

荷重部

屋根のかぶさりが小さい
（高度）

人工股関節術後のレントゲン

「球関節」は野球の球の
　ように丸い形をしている

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2019 2020 2021

●これまでの主な事業内容

2011（平成 23）年度
運動器の痛みの実態調査および必要性に
関する調査および薬物療法の適正使用に
関する調査を開始した。

2013（平成 25）年度
「運動器の痛み」市民セミナー

の支援・共催（岡山県、高知県、
東京都）した。

2019（平成 31・令和元）年度
2017（平成 29）年度以降中断していた
運動器疼痛対策事業を再開し、2020（令
和 2）年度以降の事業内容を検討した。

2021（令和３）年度
広報季刊誌『Moving』Vol.39 ～ 41 に情
報発信し、同内容は当協会ホームページ
にも掲載した。
Vol.39　慢性の腰の痛みにはどう対処し
　　　   ていくのがよいのか　
Vol.40　腰部脊柱管狭窄症の基礎知識
Vol.41　股関節が痛い！

2015（平成 27）年度
当協会のホームページの記事を
更新、NPO 法人いたみ医学研究
センターのホームページ内で、
医療者向けコンテンツ『Journal 
Club』を共同作成した。「運動器
の痛み」市民セミナーの後援（高
知県、東京都）や医療者向けの
研修会痛みのワークショップの
後援を行った（福岡県、大阪府）。

「運動器」という言葉を普及させ
るための事業として、日本リウ
マチ学会総会、地域セミナー等
で講演を全 4 回実施した。

2014（平成 26）年度
「運動器の痛み」市民セ

ミナーの支援・共催（高
知県、兵庫県、東京都）
を実施するとともに、医
療者向けの研修会（痛み
のワークショップ）の後
援（愛知県・東京都）も
行った。

2016（平成 28）年度
「運動器の痛み」市民セミナーの後援（栃

木県）を行った。また、医療者向けの研
修会痛みのワークショップの後援（愛知
県、兵庫県）。さらに、「運動器」という
言葉を普及させるための事業として、ロ
コモサイコソマ研究会等で講演を全５回
行った。

2020（令和 2）年度
広報季刊誌『Moving』Vol.35 ～ 38 に情
報発信し、同内容は当協会ホームページ
にも掲載した。
Vol.35　ひざの痛み　
Vol.36　いわゆる「むち打ち症」
Vol.37　慢性痛と笑い
Vol.38　ホルモンと運動器の痛みの関係

2012( 平成 24) 年度
当協会のホームページに『私たちの運動
器の痛みについて考えてみよう』を連載
し、運動器の痛みについての解説や専門
家のレポートを掲載した。また、「運動
器の痛み」に
ついての市民
セミナーの支
援・共催（愛
知県、高知県、
東 京 都 ） を
行った。

運動器疼痛対策の重要性を情報発信

　腰痛や膝痛などの運動器疼痛は有訴率が極めて

高く、QOLを低下させるだけでなく社会的損失も

極めて大きい。超高齢社会を迎えたわが国では運

動器疼痛対策の重要性はますます高まっている。

　当委員会の事業目的は、①運動器疼痛がもたら

すQOL の低下や社会的損失の現状について、当

協会の広報誌およびホームページ等を通じて情報

発信をし、啓発活動を通して運動器疼痛対策の重

要性について広く一般に周知すること、②運動器

疼痛対策に関するエビデンスを、一般市民と医療

者それぞれが必要とする有用な情報として、整理・

発信し、運動器の健康づくりに寄与することである。

　当委員会は 2011（平成 23）年に事業を開始し、

NPO痛み医学研究情報センター（現日本いたみ財

団）と協働して情報発信、市民公開講座や医療者研

修会、ワークショップなどを行ってきた。2017（平

成 29）年に一時活動を休止していたが、2020（令和

2）年から新体制となって運動器疼痛の啓発活動に

力を入れて事業を再開している。

（担当理事 委員長・池内昌彦）

運動器疼痛対策委員会
運動器の痛み対策の重要性を広く周知するために

「運動器疼痛対策事業」

『Moving』 41 号より
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